
父
子
修
学
資
金

父
子
修
学
資
金
の
貸
付
け
に
よ
り
修
学
を
し
た
者

が
当
該
修
学
を
終
了
し
て
後
六
箇
月
を
経
過
す
る

ま
で

据
置
期
間
経
過
後
二
十
年
以
内

（
専
修
学
校
に
就
学
す
る
児
童

又
は
配
偶
者
の
な
い
男
子
の
二

十
歳
以
上
で
あ
る
子
等
で
あ
つ

て
、
一
般
課
程
を
履
修
す
る
も

の
に
係
る
父
子
修
学
資
金
に
つ

い
て
は
、
据
置
期
間
経
過
後
五

年
以
内
）

父
子
技
能
習
得
資
金

知
識
技
能
を
習
得
す
る
期
間
が
満
了
し
て
後
一
年

を
経
過
す
る
ま
で

据
置
期
間
経
過
後
二
十
年
以
内

父
子
修
業
資
金

知
識
技
能
を
習
得
す
る
期
間
が
満
了
し
て
後
一
年

を
経
過
す
る
ま
で

据
置
期
間
経
過
後
六
年
以
内

父
子
就
職
支
度
資
金

貸
付
け
の
日
か
ら
一
年
間

据
置
期
間
経
過
後
六
年
以
内

父
子
医
療
介
護
資
金

医
療
又
は
介
護
を
受
け
る
期
間
が
満
了
し
て
後
六

箇
月
を
経
過
す
る
ま
で

据
置
期
間
経
過
後
五
年
以
内

知
識
技
能
を
習
得
す
る
期
間
が
満
了
し
て
後
六
箇

月
を
経
過
す
る
ま
で

据
置
期
間
経
過
後
二
十
年
以
内

父
子
生
活
資
金

医
療
又
は
介
護
を
受
け
る
期
間
が
満
了
し
て
後
六

箇
月
を
経
過
す
る
ま
で

据
置
期
間
経
過
後
五
年
以
内

失
業
貸
付
期
間
が
満
了
し
て
後
六
箇
月
を
経
過
す

る
ま
で

生
活
安
定
貸
付
期
間
が
満
了
し
て
後
六
箇
月
を
経

過
す
る
ま
で

据
置
期
間
経
過
後
八
年
以
内

父
子
住
宅
資
金

貸
付
け
の
日
か
ら
六
箇
月
間

据
置
期
間
経
過
後
七
年
以
内

父
子
転
宅
資
金

貸
付
け
の
日
か
ら
六
箇
月
間

据
置
期
間
経
過
後
三
年
以
内

父
子
就
学
支
度
資
金

父
子
就
学
支
度
資
金
の
貸
付
け
に
よ
り
小
学
校
又

は
中
学
校
に
入
学
し
た
者
が
満
十
五
歳
に
達
し
た

日
の
属
す
る
学
年
を
終
了
し
て
後
（
そ
の
者
が
死

亡
し
た
と
き
は
、
そ
の
死
亡
し
て
後
）
六
箇
月
を

経
過
す
る
ま
で

据
置
期
間
経
過
後
二
十
年
以
内

（
専
修
学
校
に
入
学
す
る
児
童

又
は
配
偶
者
の
な
い
男
子
の
二

十
歳
以
上
で
あ
る
子
等
で
あ
つ

て
、
一
般
課
程
を
履
修
す
る
も

の
に
係
る
父
子
就
学
支
度
資
金

に
つ
い
て
は
、
据
置
期
間
経
過

後
五
年
以
内
）

父
子
就
学
支
度
資
金
の
貸
付
け
に
よ
り
高
等
学

校
、
大
学
、
高
等
専
門
学
校
又
は
専
修
学
校
に
入

学
し
た
者
が
当
該
高
等
学
校
、
大
学
、
高
等
専
門

学
校
又
は
専
修
学
校
に
お
け
る
修
学
を
終
了
し
て

後
（
そ
の
者
が
死
亡
し
、
又
は
修
学
を
す
る
こ
と

を
や
め
た
と
き
は
、
そ
の
死
亡
し
、
又
は
や
め
て

後
）
六
箇
月
を
経
過
す
る
ま
で

父
子
就
学
支
度
資
金
の
貸
付
け
に
よ
り
修
業
施
設

に
入
所
し
た
者
が
当
該
修
業
施
設
に
お
け
る
知
識

技
能
の
習
得
を
終
了
し
て
後（
そ
の
者
が
死
亡
し
、

又
は
知
識
技
能
の
習
得
を
や
め
た
と
き
は
、
そ
の

死
亡
し
、
又
は
や
め
て
後
）
六
箇
月
を
経
過
す
る

ま
で

据
置
期
間
経
過
後
五
年
以
内

父
子
結
婚
資
金

貸
付
け
の
日
か
ら
六
箇
月
間

据
置
期
間
経
過
後
五
年
以
内

（
準
用
規
定
）

第
三
十
一
条
の
七

第
九
条
か
ら
第
二
十
条
ま
で
及
び
第
二
十
二
条
か
ら
第
二
十
四
条
ま
で
の
規
定
は
、
父
子
福
祉

資
金
貸
付
金
の
貸
付
け
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の

中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
九
条
第
一
項

母
子
修
学
資
金
、母
子
修
業
資
金
、

母
子
就
職
支
度
資
金
又
は
母
子
就

学
支
度
資
金

父
子
修
学
資
金
、
父
子
修
業
資
金
、
父
子

就
職
支
度
資
金（
配
偶
者
の
な
い
男
子（
第

三
十
一
条
第
一
号
に
規
定
す
る
配
偶
者
の

な
い
男
子
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）が
扶
養

し
て
い
る
児
童
に
係
る
も
の
に
限
る
。）又

は
父
子
就
学
支
度
資
金

配
偶
者
の
な
い
女
子

配
偶
者
の
な
い
男
子

第
九
条
第
二
項

前
条
第
四
項

第
三
十
一
条
の
六
第
四
項

第
十
七
条

第
三
十
一
条
の
七
に
お
い
て
準
用
す
る
第

十
七
条

第
九
条
第
三
項

配
偶
者
の
な
い
女
子

配
偶
者
の
な
い
男
子

母
子
修
学
資
金
、母
子
修
業
資
金
、

母
子
就
職
支
度
資
金
又
は
母
子
就

学
支
度
資
金

父
子
修
学
資
金
、
父
子
修
業
資
金
、
父
子

就
職
支
度
資
金
又
は
父
子
就
学
支
度
資
金

第
九
条
第
四
項

母
子
事
業
開
始
資
金
又
は
母
子
事

業
継
続
資
金

父
子
事
業
開
始
資
金
又
は
父
子
事
業
継
続

資
金

第
十
条

母
子
修
学
資
金
、
母
子
技
能
習
得

資
金
、
母
子
修
業
資
金
及
び
母
子

生
活
資
金

父
子
修
学
資
金
、
父
子
技
能
習
得
資
金
、

父
子
修
業
資
金
及
び
父
子
生
活
資
金

第
十
一
条

母
子
修
学
資
金

父
子
修
学
資
金

第
十
二
条
第
一
項

母
子
修
学
資
金
の
貸
付
け
は

父
子
修
学
資
金
の
貸
付
け
は

第
十
二
条
第
一
項
第
一
号

母
子
修
学
資
金

父
子
修
学
資
金

第
十
二
条
第
一
項
第
二
号

母
子
修
学
資
金

父
子
修
学
資
金

配
偶
者
の
な
い
女
子

配
偶
者
の
な
い
男
子

平成™�年 月™œ日 木曜日 (号外第™˜˜号)官 報

２

父
子
福
祉
資
金
貸
付
金
の
償
還
は
、
年
賦
償
還
、
半
年
賦
償
還
又
は
月
賦
償
還
の
方
法
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

３

前
項
の
規
定
に
よ
る
父
子
福
祉
資
金
貸
付
金
の
年
賦
償
還
、
半
年
賦
償
還
又
は
月
賦
償
還
は
、
そ
れ
ぞ
れ
元
利

均
等
償
還
の
方
法
に
よ
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
。
た
だ
し
、
父
子
福
祉
資
金
貸
付
金
の
貸
付
け
を
受
け
た
者
は
、

い
つ
で
も
繰
上
償
還
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

父
子
修
学
資
金
、
父
子
修
業
資
金
、
父
子
就
職
支
度
資
金
（
配
偶
者
の
な
い
男
子
が
扶
養
し
て
い
る
児
童
に
係

る
も
の
に
限
る
。）及
び
父
子
就
学
支
度
資
金
の
貸
付
金
は
、
無
利
子
と
し
、
そ
の
他
の
父
子
福
祉
資
金
貸
付
金
に

つ
い
て
は
、
保
証
人
を
立
て
る
場
合
は
、
無
利
子
と
し
、
保
証
人
を
立
て
な
い
場
合
は
、
据
置
期
間
中
は
無
利
子

と
し
、
据
置
期
間
経
過
後
は
そ
の
利
率
を
年
一
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
す
る
。

５

父
子
事
業
開
始
資
金
、
父
子
事
業
継
続
資
金
又
は
父
子
住
宅
資
金
の
貸
付
金
で
あ
つ
て
、
災
害
に
よ
り
全
壊
、

流
失
、
半
壊
、
床
上
浸
水
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
被
害
を
受
け
た
住
宅
に
当
該
災
害
の
当
時
居
住
し
て
い
た
者
に

対
し
、
当
該
災
害
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
日
か
ら
一
年
以
内
に
貸
し
付
け
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
据
置
期
間
を
、
貸
付
け
の
日
か
ら
二
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
、
そ
の
者
が

受
け
た
被
害
の
種
類
及
び
程
度
に
応
じ
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
期
間
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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